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氏　名 

嶋 　 　 龍 生  

棚 村 　 和 秀  

米 田 　 正 規  

高 橋 　 和 善  

南 　 征 一 郎  

羽 明 　 省 三  

足 立 　 勇 一  

柳 楽 　 　 翼  

亀 山 　 　 哲  

馬 場 　 徳 明  

後 藤 　 泰 宏  

柴 田 　 武 文  

角 田 　 昌 信  

森 迫 　 信 夫  

森 　 　 政 文  

藤 田 　 正 道  

安 倍 　 　 仁  

廣 瀬 　 秀 一  

丸 山 　 初 彦  

橋 村 　 慶 昭  

開 田 　 恵 三  

橋 本 　 敏 雄  

亀 井 　 弟 二  

挾 間 田 昌 治  

花 木 　 保 憲  

堀 　 　 彰 一  

川 辺 　 　 修  

（川辺　　修） 

太 田 　 耕 作  

後 藤 　 俊 一  

舛 友 　 俊 一  

朝 生 　 忠 行  

衛 藤 　 　 光  

　
大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の

第
22
回
定
期
総
会
は
、
６
月
29
日

（
金
）
10
時
か
ら
全
労
済
ソ
レ
イ

ユ
７
Ｆ
・
カ
ト
レ
ア
に
お
い
て
、

役
員
・
代
議
員
あ
わ
せ
て
79
名
（
委

任
状
含
む
）
が
出
席
。 

　
来
賓
に
は
、
大
分
県
商
工
労
働

部
長
・
米
田
健
三
氏
、
社
会
民
主

党
大
分
県
連
合
、
副
代
表
県
議
会

議
員
・
吉
田
忠
智
氏
の
二
氏
を
迎

え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
柴
田
武
文
事
務
局
次
長
の
司
会
、

米
田
正
規
副
会
長
の
開
会
挨
拶
に

始
ま
り
、
議
長
団
に
は
自
治
労
大

分
県
本
部
・
河
原
伸
明
代
議
員
、

情
報
労
連
・
首
藤
浩
二
代
議
員
の

２
名
を
選
出
し
、
議
長
の
総
会
成

立
宣
言
後
、
嶋
　
龍
生
会
長
の
主

催
者
代
表
挨
拶
に
引
き
続
い
て
二

氏
よ
り
来
賓
挨
拶
を
受
け
、
そ
の

後
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

　
労
働
組
合
、
事
業
団
体
を
取
り

巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
加
盟

団
体
・
組
織
の
全
面
的
な
支
援
と

協
力
を
頂
い
て
活
動
を
展
開
し
て

き
た
２
０
０
６
年
度
の
活
動
報
告
、

会
計
決
算
報
告
・
監
査
報
告
が
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
２
０
０
７
年

度
の
活
動
方
針
（
案
）
で
は
労
働

組
合
と
労
働
者
福
祉
事
業
団
体
が

勤
労
者
の
暮
ら
し
を
守
る
中
心
の

組
織
と
し
て
活
動
し
続
け
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
め
な

が
ら
「
人
と
暮
ら
し
、
環
境
に
や

さ
し
い
福
祉
社
会
の
実
現
」
を
は

じ
め
と
す
る
５
点
の
「
活
動
の
基

調
」
と
「
勤
労
者
の
暮
ら
し
に
か

か
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
具
体
的

事
業
の
推
進
を
含
め
９
項
目
に
亘

る
「
具
体
的
な
取
り
組
み
」
が
２

０
０
７
年
度
予
算
（
案
）
と
と
も

に
満
場
一
致
で
確
認
・
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
２
０

０
７
年
度
の
役
員
選
出
に
つ
い
て
、

Ｕ
Ｉ 

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
・
米
田
正

規
選
考
委
員
よ
り
、
選
出
経
過
の

報
告
と
幹
事
31
名
・
監
査
２
名
の

氏
名
が
発
表
さ
れ
、
満
場
の
拍
手

で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
総
会
を
休
憩
し
07
年
度
第
１

回
幹
事
会
を
開
催
し
、
互
選
に
よ

り
嶋
　
会
長
以
下
四
役
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。 

　
総
会
最
後
に
は
「
活
力
あ
る
福

祉
社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う
!! 

│ 

地
域
共
生
で
暮
ら
し
に
夢
を 

│
」

の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
４
本
の

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
、

亀
山
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。 
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応 募 
方 法 

あ て 
先 

①  

４
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま
で 

②  

３
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で 

③  

５
年 

１
％ 

第
31
回（
機
関
紙
74
号
） 

ク
イ
ズ
の
答
え 

＝
敬
称
略
＝ 

吉
田
　
智
美（
佐
伯
市
） 

大
海
　
音
江（
別
府
市
） 

吉
良
百
妙
子（
大
分
市
） 

奥
田
　
明
美（
大
分
市
） 

堤
　
　
泰
秀（
大
分
市
） 

機
関
紙
74
号
の
第
31
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○ 32

後
藤
　
啓
子（
日
田
市
） 

川
井
　
博
文（
佐
伯
市
） 

半
澤
　
澄
子（
大
分
市
） 

伊
藤
　
由
美（
大
分
市
） 

首
藤
幸
一
郎（
佐
伯
市
） 

・
身
近
な
話
題
か
ら
各
種
総
会
の
内
容

　
ま
で
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
さ
れ

　
て
い
る
と
毎
回
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

　
れ
か
ら
も
労
働
者
の
側
に
立
っ
て
の

　
紙
面
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。 

国
東
市
（
男
性
） 

・
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

　
ク
イ
ズ
の
問
題
を
見
て
か
ら
読
ん
で

　
い
ま
す
。
答
え
を
見
つ
け
た
と
き
は

　
子
供
み
た
い
に
喜
ん
で
い
ま
す
。
当

　
選
し
た
ら
益
々
嬉
し
い
で
す
。 

佐
伯
市
（
女
性
） 

・
労
金
耳
寄
り
情
報
が
参
考
に
な
り
ま

　
し
た
。
労
福
協
を
見
な
い
と
知
り
ま

　
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
色
ん
な

　
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
国
東
市 

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声 

読
者
か
ら
の
声

読
者
か
ら
の
声 

読
者
か
ら
の
声 

こ
の
他
に
も
ご
意
見
ご
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

労福協クイズ 
簡単な設問ですので奮ってご応募ください。 

労福協クイズ 労福協クイズ 

労 福 協 　 �097-533-1106

07年度年度 07年度 07年度 

全
国
研
究
集
会

全
国
研
究
集
会 

全
国
研
究
集
会 

全
国
研
究
集
会 

　
中
央
労
福
協
主
催
に
よ
る
２
０

０
７
年
度
の
全
国
研
究
集
会
が
６

月
７
日（
木
）〜
８
日（
金
）の
日
程

で
、
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
究
集
会
は
「
社
会
的

共
感
の
得
ら
れ
る
運
動
を
協
働
し

て
取
り
組
む
た
め
に
」
の
テ
ー
マ

を
掲
げ
２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

設
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
程
１
日
目
に
は
、
基
調
講
演

①
と
し
て
、
慶
応
義
塾
大
学
商
学

部
教
授
・
樋
口
美
雄
氏
に
よ
る
「
地

域
再
生
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
、
基
調
講
演

②
で
は
作
家
・
石
川
英
輔
氏
に
よ

る
「
江
戸
時
代
の
循
環
型
社
会
」

に
つ
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

　
樋
口
教
授
は
、
非
正
規
労
働
者

が
急
増
し
労
働
市
場
の
二
極
化
が

進
み
、
所
得
格
差
の
拡
大
す
る
中

で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」「
働
き

方
の
見
直
し
に
よ
り
個
人
が
私
生

活
を
充
実
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
作
り
」
の
必
要
性
。 

　
石
川
さ
ん
は
、
純
粋
に
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
植
物
資
源
に
よ
っ

て
す
べ
て
を
ま
か
な
う
、
世
界
で

も
類
を
見
な
い
「
循
環
型
社
会
」

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
江
戸
（
時

代
）
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
地
域

の
連
携
・
提
携
の
実
態
と
現
代
社

会
と
の
違
い
を
話
さ
れ
、
大
量
生

産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
社

会
の
生
活
意
識
か
ら
の
転
換
の
た

め
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
日
常

生
活
の
中
で
息
の
長
い
取
り
組
み

の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

　
日
程
２
日
目
に
は
、「
社
会
的

共
感
の
得
ら
れ
る
運
動
を
協
働
し

て
取
り
組
む
た
め
に
」
の
趣
旨
に

よ
る
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
笹
森

中
央
労
福
協
会
長
、
ゲ
ス
ト
に
川

渕
尚
志
石
川
県
労
福
協
理
事
長
、

堀
下
猛
愛
知
県
労
福
協
会
長
、
坂

根
正
雄
山
口
県
労
福
協
会
長
。 

　
２
０
０
１
年
11
月
「
県
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
、
暮
ら
し
の
相

談
ネ
ッ
ト
、
労
働
者
福
祉
事
業
団

体
を
地
域
か
ら
支
え
る
活
動
に
取

り
組
む
（
石
川
県
労
福
協
） 

　
基
金
協
会
を
ベ
ー
ス
に
ハ
ー
ト

フ
ル
事
業
（
安
心
ラ
イ
フ
・
快
適

生
活
・
冠
婚
葬
祭
事
業
）
を
実
施
、

安
心
ネ
ッ
ト
地
域
セ
ン
タ
ー
を
８

月
に
発
足
さ
せ
る（
愛
知
県
労
福
協
） 

　
２
０
０
５
年
４
月
「
安
心
生
活

ネ
ッ
ト
」
事
業
と
し
て
無
料
職
業

相
談
、
福
祉
生
活
情
報
、
労
働
な

ん
で
も
相
談
（
山
口
県
労
福
協
）

と
「
暮
ら
し
に
関
る
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
を
他
に
先
が
け
て
実
施
し
て

い
る
県
労
福
協
の
代
表
者
か
ら
、

具
体
的
な
成
果
や
効
果
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
央
研
究
集
会
に
は
、
各

県
労
福
協
を
中
心
に
各
事
業
団
体

や
労
働
組
合
か
ら
総
勢
250
名
余
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

中　央 
労福協 
主　催 

       

　
連
合
大
分
は
６
月
６
日
〜
10
日

ま
で
の
５
日
間
、
中
国
湖
北
省
総

工
会
友
好
訪
日
団
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。 

　
連
合
大
分
が
県
労
評
か
ら
１
９

９
１
年
に
引
継
い
だ
こ
の
友
好
交

流
は
、
１
年
毎
に
交
互
に
代
表
団

を
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
は

向
徳
栄
団
長
（
湖
北
省
総
工
会
副

主
席
）
ら
８
名
が
来
日
し
ま
し
た
。 

　
本
年
は
「
経
済
発
展
と
環
境
保

護
」
を
主
要
の
課
題
と
し
て
、
企

業
視
察
や
表
敬
訪
問
、
経
済
・
労

働
に
関
わ
る
率
直
な
意
見
交
換
等

を
行
い
ま
し
た
。 

　
大
分
県
内
で
は
、
地
熱
を
利
用

し
た
発
電
所
や
最
新
鋭
の
新
日
鐵

大
分
製
鉄
所
を
視
察
し
、
大
分
県

や
大
分
労
働
局
、
大
分
市
等
へ
の

表
敬
訪
問
を
精
力
的
に
お
こ
な
い
、

各
所
で
関
係
者
か
ら
熱
烈
に
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
７
日
に

は
連
合
大
分
・
労
福
協
・
労
働
福

祉
事
業
団
体
合
同
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
中
、

両
国
労
働
組
合
の
友
好
の
絆
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
友
好
訪
日
団
は
そ
の
後
、
京
都

か
ら
東
京
の
視
察
も
無
事
終
え
て

６
月
10
日
、
羽
田
空
港
よ
り
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。 



もうすぐ台風の季節!!
住まいと家財に 
自然災害の保障は 
ありますか？ 

●自然災害共済は、火災共済に追加してご加入いただく保障です。 

(3)　第 75 号 2007年７月１日 全労済大分県本部 �097-548-5552

大分県にお住まいのＡさん（45歳・持家・木造住宅・延面積40坪・3人家族） 
　　　　　　契約内容…住宅220口・家財180口（月掛金　5,600円）の場合 
　　　　　　損害内容…台風により屋根の一部が損壊し、室内が水にぬれた被害 

あなたの住まいと家財に 
地震や風水害など 
自然災害の保障はありますか？ 住宅部分の損害 

損害合計額 

お支払い額は 
火災共済23万円+
　自然災害共済70万円 

ど
ん
な
保
障
？
 

損害額 
65万円 

90万円 

損害額 
25万円 

93万円 

たとえば、 

火災共済だけでは 
●風水害等共済金…20万円 
●プラス臨時費用15％…3万円 

自然災害共済もつけると 
●風水害等共済金…70万円 

屋根、かわら、雨戸、天井 
テレビアンテナ、内壁 

家財部分の損害 
ふとん、洋服（スーツ、コート他）が 
全面冠水し、使用不能となった 

合計 
70万円 

合計 
23万円 

プラス 

全
労
済
大
分
県
本
部

全
労
済
大
分
県
本
部 

第
６
回
理
事
会
開
催

第
６
回
理
事
会
開
催 

全
労
済
大
分
県
本
部

全
労
済
大
分
県
本
部 

第
６
回
理
事
会
開
催

第
６
回
理
事
会
開
催 

全
労
済
大
分
県
本
部 

第
６
回
理
事
会
開
催 

　
５
月
29
日
、
理
事
21
名
・
監
事

３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
６
年
度
の
第
６
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て
、

①
前
回
理
事
会
以
降
の
主
な
会
議

開
催
状
況
報
告
、
②
消
費
生
活
協

同
組
合
法
（
生
協
法
）
の
改
正
に

つ
い
て
、
③
２
０
０
６
年
度
第
１

回
役
員
選
考
委
員
会
に
つ
い
て
、

④
事
業
（
共
済
・
介
護
）
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
⑤
そ
の
他
に
つ

い
て
の
報
告
を
行
い
、
全
員
異
議

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
事
項
で
は
、
①
理
事
の
変

更
に
つ
い
て
、
②
役
員
選
挙
の
実

施
に
つ
い
て
、
③
２
０
０
７
年
度

通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て
、

④
２
０
０
７
年
度
６
・
７
月
期
暫

定
管
理
費
予
算
の
設
定
に
つ
い
て
、

⑤
07
年
度
・
08
年
度
（
第
５
期
計

画
）
全
労
済
基
本
方
針
・
西
日
本

事
業
本
部
活
動
計
画
・
大
分
県
本

部
活
動
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、

⑥
そ
の
他
に
つ
い
て
の
提
案
を
行

い
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

今
後
の
日
程 

◆
第
７
回
理
事
会
の
開
催 

２
０
０
７
年
７
月
20
日（
金
） 

◆
第
６
回
通
常
総
代
会
の
開
催 

２
０
０
７
年
７
月
31
日（
火
）13
時
30
分
〜 

全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
７
Ｆ「
カ
ト
レ
ア
」 

ピットくん 

　
大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の

会
員
・
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
全

労
済
大
分
県
本
部
を
は
じ
め
、
総

合
生
協
・（
社
）
大
分
県
労
働
福

祉
会
館
・（
財
）
や
す
ら
ぎ
霊
園
・

大
分
コ
ー
プ
商
事
（
株
）
の
各
事

業
推
進
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
全
労
済
各
グ
ル
ー
プ
は
、
７
月

31
日
に
07
年
度
の
通
常
総
代
会
等

を
予
定
し
て
お
り
、
06
年
度
の
事

業
実
績
を
も
と
に
07
年
度
の
事
業

方
針
を
確
定
し
、
第
５
期
（
07
・

08
年
度
）
の
事
業
展
開
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
02
年
２
月
か
ら
続
く
景

気
の
拡
大
は
、
戦
後
最
長
の
「
い

ざ
な
ぎ
景
気
」
を
越
え
、
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

所
得
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
個
人
消

費
が
減
少
す
る
な
ど
、
景
気
回
復

は
実
感
の
乏
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
問
題
を

は
じ
め
、
広
が
る
格
差
社
会
・
少

子
化
と
人
口
減
少
社
会
へ
の
突
入
・

社
会
保
障
の
見
直
し
論
議
等
々
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
と
り
わ
け
、
団
塊
世
代
の
大
量

退
職
を
は
じ
め
、
郵
政
民
営
化
の

実
施
や
保
険
商
品
の
銀
行
窓
口
販

売
の
全
面
解
禁
な
ど
、
全
労
済
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
第
166
通
常
国
会
に
お
い
て

「
消
費
生
活
協
同
組
合
法
」
が
成

立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
１
９

４
８
年
の
制
定
以
来
、
抜
本
改
定

は
初
め
て
で
あ
り
、
２
０
０
８
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め
、
今

後
は
「
新
生
協
法
」
に
付
属
す
る

施
行
令
・
施
行
規
則
・
監
督
指
針
・

事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
模
範
定
款

例
な
ど
の
細
部
事
項
が
順
次
定
め

ら
れ
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
全
労
済
は
今

年
９
月
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
た
す
け

あ
い
の
輪
、
大
き
な
安
心
づ
く
り
」

「
未
来
に
つ
な
ぐ
、
共
生
の
社
会

づ
く
り
」「
社
会
へ
の
責
任
を
果

た
す
、
組
織
と
人
づ
く
り
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
な
が
ら
、
新
た
な

社
会
貢
献
活
動
（
子
ど
も
・
環
境
・

防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
諸
活
動
）

や
地
域
社
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
事
業
活
動

の
展
開
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
し
て
、
次
の
50
年
を
展
望
し
た

さ
ら
な
る
運
動
と
事
業
の
発
展
を

め
ざ
す
た
め
、
全
労
済
の
存
在
意

義
や
変
わ
ら
ぬ
価
値
観
を
も
と
に

社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
参
り
ま

す
。 

　
全
労
済
大
分
県
本
部
・
各
グ
ル
ー

プ
も
会
員
・
組
合
員
の
皆
様
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
て
、

安
定
的
な
事
業
基
盤
確
立
の
た
め

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
推
進

に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 



第 75 号 2007年７月１日　(4)総合生協　【管理課・住宅課】�097-548-5577  【旅行センター】�097-548-5515
  

　
さ
る
５
月
29
日
（
火
）
ソ
レ
イ

ユ
に
お
い
て
、
２
０
０
６
年
度
第

６
回
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
協
議
事
項
の
主
な
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。 

１
、理
事
の
変
更
に
つ
い
て 

２
、役
員
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て 

３
、２
０
０
７
年
度
通
常
総
代
会
に

　
つ
い
て 

  

住
宅
課 

①
住
宅
事
業 

　
か
た
し
ま
台
に
お
い
て
は
建
売

　
完
成
販
売
会
及
び
注
文
住
宅
完

　
成
見
学
会
を
随
時
開
催
し
、
宅

　
地
分
譲
23
区
画
分
譲
、
注
文
住

　
宅
20
戸
の
建
設
に
取
り
組
み
ま

　
す
。 

②
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業 

　
住
宅
事
業
の
育
成
事
業
と
し
て

　
受
注
の
拡
大
強
化
に
取
り
組
み

　
ま
す
。 

　（
受
注
目
標
１
５
０
、０
０
０
千
円
） 

 

旅
行
セ
ン
タ
ー 

　
７
月
〜
９
月
に
か
け
て
県
内
各

地
の
名
所
、
旧
跡
を
巡
る
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。 

①
７
月
31
日（
火
）、８
月
７
日（
火
）、

　
８
月
28
日（
火
） 

　
阿
蘇
ん
で
体
験
、 

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー 

　﹇
参
加
対
象
﹈ 

　
小
学
１
年
生
〜
６
年
生 

　﹇
旅
行
代
金
﹈　
４
、９
８
０
円 

②
８
月
22
日（
水
） 

　
ダ
イ
ハ
ツ
自
動
車
工
場
見
学
と

　
日
本
一
の
石
橋
見
学
ツ
ア
ー 

　﹇
旅
行
代
金
﹈ 

　
大
人 

４
、５
０
０
円 

　
小
人 

４
、０
０
０
円 

③
８
月
21
日（
火
）〜
23
日（
木
） 

　
ど
ん
ぐ
り
村
牧
場
体
験
３
日
間 

　﹇
参
加
対
象
﹈ 

　
小
学
１
年
生
〜
６
年
生 

　﹇
旅
行
代
金
﹈　
２
９
、８
０
０
円 

④
８
月
25
日（
土
）〜
26
日（
日
） 

　
佐
世
保
平
和
学
習
と
九
十
九
島

　
遊
覧
・
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
２
日
間 

　﹇
旅
行
代
金
﹈ 

　
大
人
　
　  

２
１
、０
０
０
円 

　
中
・
高
校
生 

１
９
、８
０
０
円 

　
小
人（
４
歳
〜
小
学
生
）１
５
、８
０
０
円 

⑤
９
月
17
日（
月
・
祝
）、９
月
30
日（
日
） 

　
福
岡
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム 

野
球
観
戦
ツ
ア
ー 

　﹇
旅
行
代
金
﹈ 

　
大
人
・
小
人
同
額  

１
０
、５
０
０
円 

４
、当
面
の
活
動
計
画 

第
６
回
理
事
会
開
催 

2006 
年度 

旅行企画実施：大分県知事登録旅行業第2-40 詳しくは、総合生協 旅行センターへお問い合せください。 TEL097-548-5515 FAX097-548-5551 総合旅行業務取扱管理者／上金靖典 

大分7：30頃＝貸切バス＝別府＝日出＝宇佐＝中津＝日田＝佐世保・
浦頭引揚記念平和公園＝無窮洞＝西海パールシーリゾート（九十九
島遊覧船）＝弓張の丘ホテル 

8/25 
（土） 

ホテル＝ハウステンボス（約５時間のフリータイム）＝日田＝中津
＝宇佐＝日出＝別府＝大分19：00頃 

8/26 
（日） 

食事 

昼 
夕 

朝 

スケジュール 

■募集人員　45名（最少催行人員30名） 
■添 乗 員　同行します 

■旅行代金 
　（お一人様） 

大  人 21,000円 
19,800円 
15,800円 

21,000円 
19,800円 
15,800円 

21,000円 
中・高校生 19,800円 
小  人 15,800円 （4歳～小学生） （4歳～小学生） 

■旅 行 日  8月25日●～26日● 土 日 

■旅行代金 

元祖ドーム弁当＋お茶付（大人、子供同額） 
10,500円 10,500円 10,500円 

■旅 行 日  

中津7：00頃＝貸切バス＝宇佐＝日出＝別府＝大分9：00＝竹田＝
和紙作り体験＝久木野そば道場・そば打ち体験＝高森湧水トンネル
＝カドリードミニオン（宮沢劇場など）＝竹田＝大分18：00＝別府
＝日出＝宇佐＝中津20：00頃 

8/7 
（土） 

食事 

昼 

スケジュール 

■募集人員　45名（最少催行人員25名） 
■添 乗 員　同行します 
■食事条件　昼1回 

■旅行代金 
　（お一人様） 

高森湧水トンネル 3

延岡と熊本を結ぶ九州横断鉄道トンネルとして発掘が行われていましたが、工事中
に大量の水が噴出し工事も中止されました。トンネル内は夏でも涼しく一番奥には
ウォーターパールと言う水が不思議な動きをする装置があります。 

和紙作り体験 2

そば打ち体験 1

粉から練って作ったそばでの昼食は格別の美味しさです。 

オリジナルの和紙作りに挑戦!

カドリードミニオン 4

テレビでもおなじみのパンくん、ポコちゃんの宮沢劇場など楽しさいっぱいの動物
の王国です。 

■旅 行 日  

4,980円 4,980円 4,980円 
8月28日● 火 

■参加対象 小学1年生～6年生 

旅のポイント 

総合生協旅行センター限定企画 

■出 発 地　佐伯・大分・別府 各地出発（添乗員同行） 
■募集人員　40名（最少催行人員30名） 
■旅行代金に含まれるもの 
　往復貸切バス代、A内野指定席、弁当＋お茶、添乗員同行費用 
■集合場所等を明記した最終行程表を出発前にお渡しいたします。 
　詳しくは係員にお尋ね下さい。 
※本ツアーは観戦チケットの都合上、取り消し、人員の減員は取消料が
　かかりますので、ご注意下さい。 

佐伯（7：00）＝大分（8：30）＝別府（8：50）＝〈高速道路・都市高速〉＝福岡
Yahoo!JAPANドーム ※13：00試合開始までごゆっくりお過ごし下さい（元祖ドーム弁当＋お茶付き） 

 ホークスvs日本ハム（9/17）・楽天（9/30）　A内野指定席（1塁側） 
※試合終了後、貸切バスで各地へ 予定時刻17：00頃 

福岡Yahoo!JAPANドーム＝〈都市高速・高速道路〉＝別府（19：00頃）＝大分（19：
30頃）＝佐伯（20：50頃） 

スケジュール 

浦頭引揚記念平和公園 1

無窮洞 2 弓張の丘ホテル 5

ハウステンボス 3

西海パールシーリゾート 4

旅のポイント 

9月17日　　　　　・30日● 日 月祝・敬老の日 



団体医療扶助共済 

(5)　第 75 号 2007年７月１日 （財）県民共済会　�097-538-2624
       

　
二
〇
〇
七
年
六
月
一
日
か
ら
県

民
共
済
会
の
参
与
と
し
て
再
び
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

し
ま
し
た
舛
友
俊
一
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
前
回
の
任
務
は
、
長
引
く
経
済

環
境
の
中
、
介
護
年
金
共
済
「
ア

ン
ド
」
の
制
度
を
見
直
し
、
新
介

護
共
済
に
移
行
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
し
た
。
契
約
者
の
条
件
が
悪

く
な
る
た
め
、
大
変
厳
し
い
取
組

み
で
し
た
が
、
各
組
織
の
役
員
を

は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
一
定
の
整
理
が
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
回
の
任
務
は
、
「
県
民
共
済

会
」
が
法
の
改
正
等
に
よ
り
将
来

像
に
つ
い
て
組
織
検
討
委
員
会
を

中
心
に
検
討
を
重
ね
、
契
約
移
行

に
つ
い
て
全
労
済
と
協
議
を
進
め

る
事
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
契
約
移
行
に
関
わ
る
諸
課
題
に

対
応
す
る
た
め
「
移
行
準
備
室
」

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
責
任
者
と
い

う
任
務
で
す
。
今
後
の
作
業
は
、

移
行
準
備
室
の
中
に
「
制
度
移
行

担
当
」「
雇
用
対
策
担
当
」「
存
続
・

清
算
担
当
」
が
配
置
さ
れ
具
体
的

な
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。 

　
契
約
者
の
保
護
を
重
視
し
、
与

え
ら
れ
た
任
務
を
全
う
す
る
決
意

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

団体加入だから少ない掛金で 
「病気入院・病気手術」を保障します!!

保険内容〈共済期間1年〉 

病気で入院したとき 
（病気入院共済金） 

病気で手術したとき 
（病気手術共済金） 

月払掛金 

20口 

日額 

2,000円 

1回につき 

1・2・4万円 
1回につき 

2・4・8万円 
1回につき 

3・6・12万円 

330円 660円 990円 

日額 

4,000円 
日額 

6,000円 

40口 60口 こんなときにお支払いします。 

※100口まで加入できます 

お支払の限度 

1回の入院または 
1共済期間につき
最高180日まで 

 
①病気の治療を目的として入院されたとき。 
②日帰り入院からお支払いします。 

 
一部の手術を除き 
回数は無制限 

①病気の治療を目的として所定の手術を受
　けられたとき（入院日額の5・10・20倍） 
※手術の種類によっては、対象とならない
　場合もあります。 

移行医療共済 
団体医療扶助共済にご加入いただいていた 
ご契約者・配偶者の退職後の保障です。 

※団体医療扶助共済での加入 
　口数が加入限度となります 

保険内容 

入院したとき 
（病気入院共済金） 
（災害入院共済金） 

手術したとき 
（病気手術共済金） 
（災害手術共済金） 

健康祝金 

死亡見舞金 

月払掛金〈60歳例〉 
（加入年齢によって異なります） 

20口 

日額 

2,000円 
1回につき 1回につき 1回につき 

1・2・4万円 2・4・8万円 3・6・12万円 

2万円 4万円 6万円 

2万円 4万円 6万円 

1,640円 3,280円 4,920円 

日額 

4,000円 
日額 

6,000円 

40口 60口 こんなときにお支払いします。 お支払の限度 
 

5年間を通算して 
最高540日まで 

 
①連続5日以上の入院をされたとき、1日目
　からお支払いします。 

 
一部の手術を除き 
回数は無制限 

①所定の手術を受けられたとき。 
　（入院日額の5・10・20倍） 
※手術の種類によっては、対象とならない
　場合もあります。 

 
1回のみ 

 
①共済期間が満了したとき。 

解約返戻金との 
重複支払いは 
しません 

 
①共済期間中にお亡くなりになったとき。 
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重
点
方
針
と
課
題 

基
調
方
針 

　
第
54
回
県
連
通
常
総
会
は
さ
る

６
月
29
日
（
金
）
に
全
労
済
会
館

「
ソ
レ
イ
ユ
」
に
お
い
て
、
加
盟

生
協
か
ら
代
議
員
50
名
（
内
、
委

任
11
名
）、
県
連
役
員
16
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
は
、
山
口
理
事
が
進
行
し
、

自
治
労
大
分
県
本
部
信
用
信
販
生

協
の
河
原
伸
明
さ
ん
が
議
長
と
な

り
、
最
初
に
県
連
足
立
会
長
よ
り

「
生
協
を
取
り
巻
く
情
勢
は
き
び

し
く
、
組
合
員
の
家
庭
と
直
結
す

る
生
協
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
、

組
合
員
の
信
頼
に
こ

た
え
ら
れ
る
も
の
に

な
っ
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、

消
費
者
政
策
で
は
消

費
者
団
体
訴
訟
制
度

が
制
定
さ
れ
、
大
分

県
に
お
い
て
も
弁
護

士
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、

大
分
県
生
活
環
境
部

と
県
生
協
連
で
こ
れ

ま
で
そ
の
受
け
皿
を

作
り
を
進
め
、
大
分

県
消
費
者
問
題
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
は
１
９
４
８

年
に
施
行
さ
れ
た
生

協
法
が
59
年
ぶ
り
に

大
幅
な
改
正
が
行
わ

れ
、
２
０
０
８
年
４

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
２
０
０
７
年
度

は
そ
の
準
備
が
重
要
で
あ
る
の
で

共
に
が
ん
ば
ろ
う
。
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
大
分
県
生
活
環

境
部
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画

課
、
安
見
美
代
子
課
長
、
日
本
生

協
連
九
州
地
連
、
大
西
雅
人
さ
ん
、

大
分
県
労
福
協
、
嶋
　
龍
生
会
長
、

小
野
弘
利
大
分
県
議
会
議
員
、
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
亀
山
哲
顧

問
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
議
案
審
議

に
入
り
ま
し
た
。 

　
第
１
号
議
案
で
は
、
２
０
０
６

年
度
の
活
動
報
告
と
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ

い
て
太
田
専
務
理
事
と
河
津
監
事

か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
第
２
号
議
案
で
は
、
２
０
０
７

年
度
の
活
動
計
画
と
収
支
予
算
書

が
提
案
さ
れ
、
２
０
０
７
年
度
の

基
調
方
針
、
重
点
方
針
と
課
題
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
３
号
議
案
で
は
、
役
員
補
選

が
行
わ
れ
、
大
学
生
協
選
出
の
細

井
理
事
が
退
任
し
、
新
た
に
南
條

晃
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。 

　
以
下
、
２
０
０
７
年
度
の
基
調

方
針
、
重
点
方
針
と
課
題
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

  

１
、
会
員
生
協
の
活
動
支
援
、
援

　
助
す
る
機
能
・
役
割
を
強
め
ま

　
す
。 

２
、
県
行
政
と
の
関
係
づ
く
り
と

　
関
係
強
化
を
進
め
る
機
能
・
役

　
割
を
強
め
ま
す
。 

３
、
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
づ

　
く
り
の
た
め
、
生
協
以
外
の
団

　
体
と
の
連
携
、
相
互
理
解
を
進

　
め
る
機
能
・
役
割
を
強
め
ま
す
。 

４
、
生
協
活
動
を
広
く
知
っ
て
も

　
ら
た
め
、
広
報
・
渉
外
活
動
を

　
強
め
ま
す
。 

５
、
機
関
会
議
や
委
員
会
の
充
実

　
を
は
か
り
ま
す
。 

  

１
、
第
１
の
課
題 

　
会
員
生
協
の
活
動
支
援
、
援
助

す
る
機
能
・
役
割
を
強
め
る
課
題 

①
連
帯
に
伴
う
各
生
協
で
の
個
別

　
課
題
克
服
を
前
提
に
、
県
生
協

　
連
と
し
て
必
要
な
支
援
や
指
導

　
調
整
を
行
い
ま
す
。 

②
組
合
員
、
役
職
員
の
研
修
・
研

　
究
活
動
を
強
め
充
実
を
図
り
ま

　
す
。 

③
会
員
生
協
に
お
い
て
、
組
合
員

　
参
加
の
民
主
的
運
営
を
め
ざ
し

　
ま
す
。 

 

２
、
第
２
の
課
題 

　
く
ら
し
と
健
康
・
平
和
を
守
る

課
題 

①
食
の
安
全
・
食
料
・
農
業
・
漁

　
業
・
酪
農
を
守
り
、
協
同
組
合

　
間
交
流
な
ど
の
取
り
組
み
を
し

　
ま
す
。 

②
全
国
の
仲
間
と
食
品
安
全
行
政
、

　
消
費
者
保
護
行
政
を
強
め
る
活

　
動
を
し
ま
す
。 

③
福
祉
・
医
療
の
充
実
を
め
ざ
し

　
た
活
動
を
し
ま
す
。 

④
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
強

　
め
、
く
ら
し
を
守
る
活
動
を
し

　
ま
す
。 

⑤
平
和
活
動
を
推
進
し
ま
す
。 

 

３
、
第
３
の
課
題 

　
県
連
活
動
の
役
割
強
化
を
は
か

る
課
題 

①
行
政
や
議
会
の
関
係
で
は
、
生

　
協
の
窓
口
で
あ
る
生
活
環
境
部

　
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課

　
を
中
心
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
を
は
か
り
な
が
ら
、
審

　
議
会
・
各
種
委
員
会
・
協
議
会

　
等
に
積
極
的
に
参
加
を
す
す
め

　
ま
す
。 

②
県
議
会
議
員
・
首
長
や
マ
ス
コ

　
ミ
と
の
懇
談
会
を
引
き
続
き
開

　
催
し
、
生
協
の
果
た
し
て
い
る

　
社
会
的
役
割
ヘ
の
理
解
を
広
げ

　
ま
す
。 

③
協
同
組
合
間
提
携
の
取
り
組
み

　
を
強
め
、
地
場
生
産
品
の
流
通

　
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
活
動
を
広

　
め
ま
す
。 

 

４
、
第
４
の
課
題 

　
生
協
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
広
報
・
渉
外
の
課
題 

①
生
協
間
の
連
携
活
動
の
調
整
、

　
他
団
体
の
渉
外
、
広
報
な
ど
の

　
機
能
的
役
割
を
強
め
ま
す
。 

②
県
連
だ
よ
り
を
必
要
に
応
じ
て

　
発
行
し
ま
す
。 

 

５
、
第
５
の
課
題 

　
機
関
会
議
や
委
員
会
の
充
実
を

は
か
る
課
題 

①
会
員
生
協
の
経
営
や
活
動
状
況

　
に
つ
い
て
情
報
の
共
有
化
と
対

　
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

②
「
会
員
生
協
の
あ
り
方
」
検
討

　
委
員
会
（
仮
称
）
で
の
討
議
を

　
深
め
ま
す
。 

③
「
災
害
対
策
委
員
会
」
を
設
置

　
し
て
、
防
災
対
策
を
強
め
ま
す
。 

④
「
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
」
に

　
対
応
し
た
組
織
づ
く
り
に
努
め

　
ま
す
。 

⑤
委
員
会
活
動
を
充
実
さ
せ
、
情

　
報
交
換
、
交
流
を
通
じ
て
事
業

　
運
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め

　
ま
す
。 

大
分
県
生
協
連
合
会 

第54回 
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勤
労
者
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
は

毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
12
時
ま
で
の
間
に
、
佐
伯
診
療

所
を
借
り
て
労
災
な
ど
の
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
じ
ん
肺
や
振
動
病
の
疑
い
の
あ

る
方
の
他
、
労
災
事
故
や
ア
ス
ベ

ス
ト
に
関
す
る
こ
と
、
職
場
で
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
こ
と
で
困
っ

て
い
る
方
々
へ
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
対
策
に
つ
い
て
指
導
・
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
、

電
話
で
の
事
前
予
約
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。 

　
大
分
市
の
安
全
セ
ン
タ
ー
事
務

局
で
は
い
つ
で
も
相
談
で
き
ま
す

が
、
佐
伯
方
面
や
大
分
地
域
以
外

の
方
々
へ
は
電
話
に
よ
る
相
談
を

行
っ
て
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
出

か
け
て
い
ま
す
。 

          

●
安
全
セ
ン
タ
ー 

　
�

０
９
７（
５
６
７
）５
１
７
７ 

●
佐
伯
診
療
所 

　
�

０
９
７
２（
２
３
）２
２
１
２ 

　先日の新聞で、竹田市で救急車の待機車
輌がゼロになるという事態になっていたこ
とが報じられていました。 
　竹田市の医師会病院では、今年５月から
医師不足のために救急病院としての体制が
とれなくなったことで、この日に発生した
救急の患者さんは大分市などの遠距離の病
院への搬送を余儀なくされて、救急車が１
台もない状態が８分間続いていたというこ
とです。 
　隣市の豊後大野市でも医師不足から救急
医療の存続が危ぶまれていて、豊肥地域で
の医療危機は深刻になっています。こうし
た状況は全国的に起こっていて、政府の医
療政策の失敗による地域の医療崩壊は深刻
になっています。 
　近づく参議院選挙を前に各政党は、こう
した問題への対策を発表していますが、対
症療法ではなく幅広い観点で「いのちを大
切にする政治」への転換を図らねばならな
くなっているのはまちがいないでしょう。 

労
災
相
談
を
行

労
災
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

て
い
ま
す 

労
災
相
談
を
行

労
災
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

て
い
ま
す 

労
災
相
談
を
行

労
災
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

て
い
ま
す 

労
災
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す 

　
勤
労
者
医
療
生
協
の
病
院
や
診

療
所
が
加
盟
し
て
い
る
労
働
者
住

民
医
療
機
関
連
絡
会
議
（
略
称
：

労
住
医
連
）
の
２
０
０
７
年
度
総

会
が
６
月
24
日
に
別
府
市
で
開
催

さ
れ
る
の
に
あ
わ
せ
て
前
日
に
『
職

場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
考
え
る
』

と
題
し
て
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
労
住
医

連
加
盟
の
医
療
機
関
の
医
師
、
医

療
従
事
者
と
県
内
の
自
治
体
職
員

な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
大
分
協
和
病
院
の
丹
生

医
師
が
「
勤
労
者
医
療
生
協
・
心

療
内
科
10
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
間
に
県
教
組
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
教
職
員
の
方
々

の
お
か
れ
た
厳
し
い
実
態

を
知
っ
て
い
っ
た
こ
と
や

治
療
を
通
じ
て
職
場
復
帰

へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
っ
た
こ
と
な
ど
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
勤

労
者
医
療
生
協
の
柳
楽
理

事
長
は
、
県
教
組
の
「
教

職
員
の
労
働
と
健
康
に
関

す
る
調
査
」
に
協
力
し
た

内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、

子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
の

時
間
が
持
て
な
い
こ
と
や

休
暇
が
と
り
づ
ら
い
こ
と
へ
の
不

安
を
持
つ
職
場
の
実
情
を
数
字
を

示
し
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
現
場
の
報
告
と
し
て
「
県

職
員
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
取
り
組
み
」
報
告
を
県
職
労
前

委
員
長
の
河
野
健
造
さ
ん
が
行
い
、

東
京
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
亀
戸

の
ひ
ま
わ
り
診
療
所
長
平
野
敏
夫

さ
ん
は
、
職
場
改
善
の
た
め
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
と
報
告
の
後
に
講
師
や
報

告
者
を
交
え
て
フ
ロ
ア
ー
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し

て
職
場
で
の
第
一
次
予
防
と
医
師

な
ど
に
よ
る
第
二
次
予
防
を
連
携

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
お
互
い
に
確
認
し
ま

し
た
。 

相談などに関しては 
無料ですが、 
詳しくは左記へ 
ご連絡ください。 
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お気軽にどうぞ!

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591 
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号  
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階 

ご連絡先 

ろうきん  ローンセンターおおいた 
昭和通り 

国道10号 

ジャングル公園 

大分市役所 

大分郵便局

トキハ 
ソレイユ 

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→
大分駅 

大
道
陸
橋 

ローンセンターは 
3Fです!!

ろ
う
き
ん 

労 働 金 庫 　 �097-536-2211

二
〇
〇
七
年
度

二
〇
〇
七
年
度 

九
州
労
働
金
庫
役
員

九
州
労
働
金
庫
役
員 

二
〇
〇
七
年
度 

九
州
労
働
金
庫
役
員 

会　員　数 

構 成 員数 

店　舗　数 

職　員　数 

出資金残高 

預 金 残高 

貸出金残高 

6,427団体 
780,486名 
96店舗 
1,203名 

9,099百万円 
15,343億円 
9,644億円 

2007年３月末概況 

村

上

　

　

守

 

堀

　

　

典

義

 

服

部

　

道

徳

 

統
括
本
部

 

南

　

征

一

郎

 

高

橋

　

和

善

 

花

木

　

保

徳

 

県
本
部
関
係
者

 

総
役
員
数  

理
事
二
十
九
名
、
監
事
五
名 

第
六
回 

通
常
総
会
開
催 

第
六
回 

通
常
総
会
開
催 

　
九
州
労
働
金
庫
（
理
事
長
　
村

上 
守
）
は
六
月
二
十
六
日
（
火
）

に
ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
（
福
岡
市
中
央
区
）
で
、
第
六

回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。 

　
開
会

に
あ
た

り
村
上

理
事
長

よ
り
挨

拶
を
行

い
、
二

〇
〇
六

年
度
決

算
は
厳
し
い
経
営
環
境
下
の
中
、

健
全
な
収
支
を
維
持
、
確
保
で
き

た
御
礼
と
「
九
州
労
金
の
総
合
的

な
経
営
目
標
」
に
つ
い
て
①
あ
る

べ
き
九
州
労
金
の
姿
②
骨
格
と
な

る
主
要
課
題
の
設
定
③
目
指
す
べ

き
九
州
労
金
の
実
現
に
向
け
て
の

態
勢
構
築
の
考
え
方
を
明
示
し
て
、

法
令
等
遵
守
態
勢
と
内
部
統
制
機

能
が
し
っ
か
り
確
立
さ
れ
た
金
庫

を
基
本
に
「
新
し
い
会
員
関
係
の

構
築
と
経
営
基
盤
の
安
定
化
」
の

目
標
達
成
課
題
と
報
告
が
行
わ
れ
、

目
指
す
べ
き
九
州
労
金
を
、
会
員

の
皆
様
と
の
協
同
作
業
で
創
り
上

げ
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
本
総
会
で
は
、「
九
州
労
金
の

総
合
的
な
経
営
目
標
」
の
達
成
に

向
け
た
改
革
・
改
善
案
と
会
員
連

携
強
化
の
実
施
案
と
し
て
、 

一
、
推
進
機
構
と
一
体
と
な
っ
た

　
　
「
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
」
の

　
　
浸
透
。 

二
、
提
案
力
、
営
業
力
を
高
め
た

　
　
渉
外
体
制
の
見
直
し
、
提
案

　
　
活
動
の
定
着
化
。 

三
、
多
重
債
務
対
策
本
部
の
設
置
。 

四
、
自
治
体
・
会
員
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

　
　
労
金
相
互
の
連
携
を
深
め
た
、

　
　
社
会
貢
献
活
動
の
支
援
。 

五
、
連
合
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

　
　
ビ
ス
」
取
組
の
参
加
に
よ
る

　
　
体
制
整
備
。 

等
と
共
に
、
働
く
人
の
福
祉
金
融

機
関
と
し
て
今
後
も
安
定
し
た
経

営
基
盤
に
よ
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
向

上
取
組
み
の
提
案
を
行
い
、
第
一

号
か
ら
第
九
号
議
案
ま
で
全
て
に

ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
第
二
期
中

期
計
画
最
終
年
度
と
な
る
二
〇
〇

七
年
度
活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
労
金

運
動
の
躍
進
を
確
認
し
て
総
会
を

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 　2007年３月から６月末までのカーラ

イフローンキャンペーンは、皆様のご利
用によって大きな実績を上げることがで
きました。ご利用ありがとうございました。 
　このキャンペーン期間中に、この様な
低金利ローンの継続と利用を希望する声
が会員組合員に限らず、一般の方からも
多く寄せられていました。 
　ろうきんは皆様のご要望にお応えする
ことが、働く者の福祉金融機関の役割に
つき、第二期カーライフローンキャンペー
ンとして九月末まで継続いたします。 
　また、今回キャンペーンでは、若い世
代の方がより利用し易いようにフレッシャー
ズキャンペーン対象者の契約済み項目も
金利優遇制度の対象項目になりました。 
　さらにパワーアップした『ろうきんカー
ライフローン』をご利用ください。 
　詳細は最寄の労金各支店へ 
お問合せください。 

カーライフローン 
キャンペーン 
カーライフローン 
キャンペーン 
カーライフローン 
キャンペーン 

皆様のご要望に応
えて 

2007年９月末まで継続！ 


